
令和5年 新春

入場
無料

主催　高山市/（一社）高山市文化協会　共催  高山「飾り物保存会」

午前10時～午後5時（最終日は午後4時まで）

場所 高山市民文化会館　3階講堂

金 日日時 1月13日　～15日

干支の「卯」と
歌会始のお題「友」

昨年の
歌会始「窓」
天位

昨年の
干支「虎」
天位

文化功労者を顕彰

高山市文化協会では、永年に亘り郷土の文化振興とそ
の発展に寄与された方を顕彰しています。本年は2名の
方を1月1日の新年市民互礼会にて表彰します。
（敬称略・順不同）

永年に亘り仏像彫刻の研
鑽と後進の指導を通じて
地域の文化振興に大きく
貢献された功績

高田慈眼
（76歳）

じげん そうん

佛師

永年に亘り書道の研鑽及
び後進の指導を通じて地
域の文化振興に大きく貢
献された功績

川上素雲
（74歳）

飛騨書道
連盟会長

高山市民文化会館大ホール水2 15 午後7時開演/午後6時開場
令和5年

完売御礼

市民文化芸術鑑賞事業

主催　高山市・（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

玉賢三作　
ポスター原画（100cm×170cm）

「闘鶏楽」1966年制作、日宣美展出品作品

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

       

会
長
　
小
林
　
浩

人
々
の
心
に
潤
い
と
豊
か
さ
を

年
頭
の

ご
挨
拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
並
び
に
市
民
の
皆

様
に
は
、
令
和
五
年
の
清
々
し
い

新
年
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
一
般
社
団
法
人
高
山

市
文
化
協
会
の
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
は
未
だ
見
通
せ
ず
、
そ
の

影
響
は
日
常
生
活
の
み
な
ら
ず
、

人
々
の
心
の
支
え
と
な
る
文
化
芸

術
活
動
に
も
及
ん
で
お
り
、
社
会

全
体
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
ま
し
た
。

　

当
協
会
に
お
い
て
は
、
長
期
に

わ
た
っ
て
皆
様
に
大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
、
文
化
芸
術
鑑
賞

事
業
を
は
じ
め
、
高
山
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
や
飛
騨
文
芸
祭
、
特
別
展

「
渡
辺
克
則　

戯
画
の
世
界
」
な

ど
の
各
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
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謹賀新年

か
げ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

                  

＊

　

さ
て
、
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
は
大
き
く
変
化
し
、
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
明
が
進

む
ほ
ど
に
人
々
の
心
に
潤
い
と
豊

か
さ
が
生
ま
れ
た
か
と
言
え
ば
、

必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
当
協
会

が
高
山
市
よ
り
受
託
し
て
い
る
市

民
文
化
会
館
、
文
化
伝
承
館
、
松

本
家
住
宅
、
宮
地
家
住
宅
な
ど
を

さ
ら
に
活
用
し
、
多
く
の
方
に
と

っ
て
文
化
活
動
が
も
っ
と
身
近
な

も
の
と
な
る
よ
う
、
気
軽
に
当
協

会
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
体
制
整
備
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
発
想
と
企
画
に
よ
る

新
規
事
業
を
展
開
し
、
人
々
が
心

に
潤
い
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

                  

＊

　

高
山
市
の
文
化
活
動
の
方
向
を

示
す
新
し
い
市
民
文
化
会
館
に
つ

い
て
は
、
長
年
要
望
し
て
き
た
と

お
り
、
高
山
駅
西
地
区
整
備
計
画

の
核
と
な
り
、
ま
た
文
化
芸
術
の

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
高
山
市
へ
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
協
会
の
使
命
は
、
皆
様
が
文

化
芸
術
や
伝
統
文
化
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し
て
、
文
化

団
体
が
活
動
し
や
す
い
環
境
と
条

件
を
整
備
し
、
提
供
す
る
こ
と
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
様
か

ら
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
文
化
芸
術
振
興
の
た
め

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（一社）高山市文化協会  tel.0577-34-6550

●各種特典ございます。詳しくは、お問い合わせください。

個人 4,000円、団体 7,000円、賛助（企業） 12,000円

高山市文化協会賛助会員 文化協会の活動を支えていただいている法人等です。
ご支援ありがとうございます。 （50音順、敬称略）

会員
募集
年会費

お申込み先

高山市文化協会は、芸術・学術の普及と向上に
関する事業を実施し、会員の皆様とともに地域
の文化振興と発展に寄与することを目的として
設立されている一般社団法人です。ぜひご入会
していただき、高山の文化を応援してください。

株式会社 アリス
株式会社 伊千呂
株式会社 伊藤薬局
株式会社 岩佐鐵工所
打保法律事務所
株式会社 打保屋
遠藤隆浩税理士事務所
大垣共立銀行
柏木工 株式会社
株式会社 栗本生花店
株式会社 ゴーアヘッドワークス
有限会社 コサカ楽器
阪下法律事務所
山都印刷 株式会社
株式会社 三礼
株式会社 十六銀行高山支店
株式会社 松華堂文具店
新興自動車 株式会社
崇教 眞光
株式会社 洲さき
株式会社 スズキ薬局
特定医療法人生仁会 須田病院
株式会社 駿河屋魚一
株式会社 瀬木油店

株式会社 第一産業高山本店
高山金融協会
株式会社 高山グリーンホテル
高山市商店街振興組合連合会
株式会社 高山市民時報社
高山信用金庫
高山米穀協業組合
高山祭屋台保存技術協同組合
田中勝彦税理士事務所
株式会社 たびの恵み
株式会社中日AVシステム 飛騨営業所
中部電力パワーグリッド（株） 高山営業所
株式会社 トーエネック高山営業所
なべかま

株式会社 鍋島商店
二木酒造 株式会社
株式会社 二反田工務店
日進木工 株式会社
株式会社 丹生川観光
濃飛乗合自動車 株式会社
株式会社 挾土組
飛騨印刷 株式会社
飛騨会計事務所
飛騨建設 株式会社

飛騨産業 株式会社
ヒダシキ 株式会社
飛騨信用組合
斐太石油 株式会社

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会
飛騨高山森林組合
医療法人天照会ひだ高山整形外科
株式会社 飛騨庭石
株式会社 ひだホテルプラザ
飛騨酪農農業協同組合
飛騨冷凍空調 株式会社
飛雄建設 株式会社
有限会社 平瀬酒造店
株式会社 平田酒造場
有限会社 フジ企画広告事務所

ブレーン企画 株式会社
平和メディク 株式会社
株式会社 ペガサスseiso
前越路子税理士事務所
株式会社 マツクラ産業
株式会社 丸進工機
丸仲建設 株式会社
有限会社 丸山建築
株式会社 みの谷
名鉄観光サービス株式会社 高山支店
有限会社 モーツアルト
有限会社 モンビル
有限会社 ゆはら染工
有限会社 脇陣

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更や中止、延期となる場合があります。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

令和5年 新春

雅び心・遊びごころ

― テーマ―

干支の「卯」と
歌会始のお題「友」

昨
年
の
干
支
「
虎
」

天
位
「
虎
の
威
」

共催  高山「飾り物保存会」

午前10時～午後5時（最終日は午後4時まで）

場所 高山市民文化会館　3階講堂
       ● 一般の部 ●ヤングチャレンジ部門

金 日日時 1月13日　～15日

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

昨
年
の
歌
会
始
「
窓
」

天
位
「
城
壁
の
狭
間
」

入場
無料

飛騨高山の伝統文化である「飾り物」。
飾り物は、昔から高山でお祭りやお祝
いの際に奉納されていたものです。
祭などの際に旧街道沿いや町中の家々
の出格子を外し、作品を飾っていまし
たが、出格子のある家も減ったことか
ら、文化会館に作品を一堂に集めた「飾
り物展」が開催されることになりました。
新春を寿ぐめでたい飾り物が揃いま
す。ぜひ足をお運びください。



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

「隙間を埋める」
玉　賢三

山本純一

81

金沢21世紀美術館にて

濃飛バスのボンネットバスにイラストを描く。1992年制作

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ヤ
マ
ハ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３

◇
日
時　

一
月
二
十
九
日
（
日
）

　

午
後
一
時

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

◎
一
般
の
部　

課
題
歌
「
月
」　　
　
　
　

雁
部
貞
夫
先
生
推
薦

　
　
　
　
　

さ
ら
さ
ら
と
や
さ
し
く
か
ろ
く
手
に
ふ
る
る
新
米
を
と

　
　
　
　
　

ぐ
神
無
月
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
林　

伸
江

　
　
　
　
　

わ
が
孫
の
月
満
ち
ま
さ
に
生
れ
む
か
九
天
四
海
を
そ
の

　
　
　
　
　

身
に
秘
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　

英
山

互
選
一
席　

平
ら
か
に
月
の
光
は
照
ら
せ
ど
も
今
宵
シ
ェ
ル
タ
ー
に

　
　
　
　
　

潜
む
人
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

伸
子

互
選
二
席　

忘
れ
る
こ
と
次
第
に
増
え
し
父
と
二
人
ぽ
っ
か
り
浮
か

　
　
　
　
　

ぶ
月
を
眺
む
る	

　
　
　
　　

　
　
　
　

横
山　

美
保
子

互
選
三
席　

さ
ら
さ
ら
と
や
さ
し
く
か
ろ
く
手
に
ふ
る
る
新
米
を
と

　
　
　
　
　

ぐ
神
無
月
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

伸
江

　
　
　
　
　

吾
の
中
に
い
か
な
る
獣
が
潜
む
の
か
振
り
返
り
つ
つ
『
山

　
　
　
　
　

月
記
』
読
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

和
代

◎
一
般
の
部　

自
由
歌

雁
部
貞
夫
先
生
推
薦

　
　

　
　

葉
を
く
ぐ
り
す
ず
風
通
る
山
城
の
株
に
腰
掛
け
ヘ
リ
の

　
　
　
　
　

音
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

彰

　
　
　
　
　

お
ほ
ど
か
に
老
い
を
受
け
入
れ
老
い
を
超
え
永と

わ遠
の
命

　
　
　
　
　

に
日
々
生
き
る
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
下　

直
弘

互
選
一
席　

ふ
り
む
い
て
信
号
待
ち
の
わ
れ
に
笑
む
園
児
を
乗
せ
て

　
　
　
　
　

バ
ス
曲
が
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
江　

和
子

互
選
二
席　

退
院
の
翌
朝
娘
に
頼
み
た
る
「
熱
く
て
し
ぶ
ー
い
お
茶
」

　
　
　
　
　

の
一
杯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤　

久
美

互
選
三
席　

受
け
と
れ
ば
そ
の
ま
ま
筒
に
入
れ
ら
れ
て
見
る
こ
と
の

　
　
　
　
　

な
き
卒
業
証
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

和
代

◎
高
校
生
の
部　

課
題
歌
「
月
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
山
吾
朗
選

　
　
　
　
　

頬
染
め
て
結
婚
報
告
す
る
先
生
左
手
翳
し
て
春
満
月　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斐
太
高
等
学
校　

三
年　

門
前　

凛
音

　
　
　
　
　

勉
強
中
母
に
呼
ば
れ
て
月
を
見
る
ホ
ッ
と
一
息
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　

時
間　
　
　
　
　

吉
城
高
等
学
校　

一
年　

倉
家　

る
み

◎
一
般
の
部　

兼
題
句「
芭
蕉
忌
」

大
野
鵠
士
先
生
推
薦

芭
蕉
忌
や
小
雨
を
凌
ぐ
檜
笠　
　

　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
美
子

芭
蕉
忌
や
闇
に
う
ご
め
く
鹿
の
数

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

満
知
子

互
選
一
席

時
雨
忌
や
夢
の
続
き
の
旅
鞄	

　
　
　
　
　
　
　
　

金
井　

双
峰

木
漏
れ
日
の
石
の
ぬ
く
も
り
芭
蕉

の
忌　
　
　
　
　
　

中
井　

孝
子

互
選
三
席

芭
蕉
忌
や
旅
の
名
残
の
御
朱
印
帳

　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝　

篤
子

◎
一
般
の
部　

当
季
雑
詠
句（
秋
・
冬
）

大
野
鵠
士
先
生
推
薦

秋
草
や
焼
印
入
り
の
桶
二
つ	

　
　
　
　
　
　
　

尾
崎　

淑
子

胴
に
足
す
命
の
水
や
菊
人
形	

　
　
　

　
　
　
　

山
越　

朝
子

互
選
一
席

ド
ミ
ノ
め
く
稲
刈
ら
れ
ゆ
く
コ
ン

バ
イ
ン	

　
　
　

大
溝　

裕
子

互
選
二
席

箸
が
追
ふ
滑ぬ

め

る
子
芋
の
味
見
か
な	

　
　
　
　
　
　
　

下
垣
内　

町
子

人
間
も
騙
す
案
山
子
の
割
烹
着	

　
　

　
　
　
　

佐
藤　

満
知
子

夕
映
え
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
桐
一

葉	

　
　

　

今
寺　

久
枝

一
位
の
実
含
め
ば
浮
か
ぶ
里
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　

中
井　

孝
子

◎
高
校
生
の
部　

当
季
雑
詠
句（
秋
・
冬
）

飛
騨
俳
句
会
代
表　

伊
藤
浩
子
選

　
　

飛
騨
神
岡
高
等
学
校

芙
蓉
咲
く
内
定
通
知
届
く
朝	

　
　
　
　
　

三
年　

井
上　

実
咲

忍
び
寄
る
核
の
気
配
や
秋
深
し	

　
　
　
　
　
一
年 

中
島　

聖
音

　
　

吉
城
高
等
学
校

今
に
も
太
陽
を
飲
む
大
鰯
雲	

　
　
　
　
　

三
年　

三
枝　

柚
奈

お
弁
当
ゴ
ロ
ッ
コ
ロ
リ
と
栗
赤
飯	

　
　
　
　
　

一
年　

森
下　
　

葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

「
岡
目
一
目
」

　

世
の
中
便
利
に
な
り
過
ぎ
る

と
、
人
間
は
活
力
を
失
う
。
生
物

と
し
て
動
物
と
し
て
生
き
る
上
で

の
人
間
力
が
衰
え
て
行
く
よ
う
に

思
え
る
。

　

ス
マ
ホ
は
余
り
に
も
便
利
過
ぎ

る
。現
代
の
生
活
必
需
品
と
し
て
、

今
や
全
人
類
を
支
配
下
に
置
い
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ス
マ

ホ
を
先
頭
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
大

進
撃
し
、
全
て
が
短
時
間
で
能
率

良
く
処
理
さ
れ
る
。

　

本
来
脳
が
考
え
判
断
し
、
悩
み

感
じ
る
部
分
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

省
略
し
、
瞬
時
に
答
え
を
出
し
て

く
れ
る
。
動
物
の
体
の
使
わ
な
い

部
分
は
退
化
す
る
と
い
う
。
脳
は

ノ
ー
天
気
に
な
る
。

　

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
は
小
説

『
モ
モ
』
で
、「
人
生
で
一
番
危
険

な
こ
と
は
、
叶
え
ら
れ
る
は
ず
の

な
い
夢
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
な
ん

だ
ョ
」
と
言
う
。

　

我
々
は
、
便
利
さ
の
中
に
隠
れ

て
い
る
時
間
泥
棒
に
、
大
切
な
自

分
の
時
間
を
盗
ま
れ
て
い
な
い

か
。

　
「
お
顔
が
見
た
け
り
ゃ
お
写
真

で
、
お
声
が
聞
き
た
き
ゃ
お
電
話

で
。
こ
ん
な
便
利
な
世
の
中
で
、

逢
わ
な
き
ゃ
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
」
ン
？

　

少
子
化
は
止
ま
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
は
高
山
市
の

委
託
を
受
け
、
今
年
度
よ
り
高
山

市
内
の
小
学
校
を
対
象
に
芸
術
鑑

賞
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

［
青
島
広
志　

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ

ー
ト
］　
小
学
四
年
～
六
年
向
け

九
月
六
日
～
七
日
開
催

　

著
名
な
作
曲
家
で
あ
り
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
も
あ
る
青
島
広
志
氏
と
テ

ノ
ー
ル
歌
手
の
小
野
勉
氏
が
、
新

宮
・
南
・
宮
・
国
府
・
三
枝
の
各

小
学
校
を
巡
り
、
ト
ー
ク
と
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
島
氏
の
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り

は
、
児
童
を
な
ご
ま
せ
、
コ
ロ
ナ

に
よ
り
声
を
出
す
こ
と
を
制
限
さ

れ
表
現
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
本
来
の
姿
に

回
帰
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
芸
術
性
の
高
い
演
奏
と

小
野
氏
の
素
晴
ら
し
い
歌
唱
は
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
も
の
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
後
に
、
児
童
た
ち

が
書
い
た
感
想
文
を
青
島
氏
に
送

り
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。

［
大
藏
流
狂
言　

観
劇
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
］　
小
学
六
年
向
け

十
一
月
八
日
開
催

　

市
内
の
小
学
六
年
生
約
八
百
名

が
参
加
し
、
市
民
文
化
会
館
に
お

い
て
大
藏
流
狂
言
の
観
劇
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

演
目
は
、
国
語
の
教
科
書
に
も

載
っ
て
い
る
「
柿
山
伏
」
と
「
附

子
（
ぶ
す
）」
で
、
文
章
で
し
か

触
れ
た
こ
と
の
無
い
狂
言
を
実
際

に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化

へ
の
興
味
と
理
解
が
深
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
公
演
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
様
々
な
質
問
が
あ
り
、

大
藏
流
の
演
者
の
方
々
は
答
え
に

四
苦
八
苦
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。

　

日
本
の
伝
統
文
化
に
子
ど
も
の

頃
か
ら
触
れ
る
こ
と
は
、
現
代
に

お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

授
業
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と

が
難
し
く
て
も
、
こ
う
し
た
形
で

あ
れ
ば
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、
来
年
度
以
降
も

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
児
童
に
質

の
高
い
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

陣
屋
前
の
朝
市
が
片
付
け
ら
れ

る
と
広
場
は
急
に
閑
散
と
し
た
。

そ
ん
な
時
、
そ
の
バ
ス
は
赤
い
橋

を
渡
っ
て
こ
ち
ら
へ
と
走
っ
て
き

た
。疾
走
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、

頑
張
っ
て
走
っ
て
い
る
と
い
う
感

じ
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で
あ
る
。

　

鼻
を
突
き
出
し
た
バ
ス
は
今
の

子
ど
も
た
ち
の
目
に
ど
の
よ
う
に

映
る
の
だ
ろ
う
、
な
ど
と
考
え
な

が
ら
バ
ッ
ク
の
中
を
ま
さ
ぐ
っ
た
。

　

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
を
と
、焦
れ
ば

焦
る
ほ
ど
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
は
遠

ざ
か
っ
て
い
き
、
八
軒
町
の
角
を

曲
が
る
と
、
そ
の
先
へ
と
消
え
て

し
ま
っ
た
。　

　

十
年
前
だ
ろ
う
か
。
東
京
の
新

宿
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
愛
称
バ

ス
タ
）
が
で
き
る
前
は
、
西
口
の

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
前
か
ら
高
速
バ

ス
が
発
着
し
て
い
た
。
い
く
つ
も

の
路
線
を
走
る
バ
ス
が
到
着
す
る

な
か
で
ひ
と
き
わ
目
立
っ
た
の
が

松
本
か
ら
や
っ
て
き
た
バ
ス
だ
っ

た
。ボ
デ
ィ
ー
を
彩
る
水
玉
と
原
始

的
な
様
相
を
み
せ
る
く
ね
っ
た
草

花
、
そ
し
て
ビ
ビ
ッ
ト
な
色
彩
。

群
衆
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
絵
は

草く
さ
ま間

彌や
よ
い生

が
描
い
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
時
も
携
帯
電
話
を
片
手
に
僕

は
バ
ス
を
追
っ
て
い
た
。
も
し
、

玉た
ま

賢け
ん
ぞ
う三
さ
ん（
以
下
玉
さ
ん
）が
デ

ザ
イ
ン
し
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が

新
宿
を
走
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
い

で
た
ち
は
見
る
人
に
優
し
さ
と
、

笑
顔
と
、
か
つ
て
ど
こ
か
で
聞
い

た
懐
か
し
い
エ
ン
ジ
ン
音
を
ふ
り

ま
き
、
都
民
の
格
好
の
被
写
体
に

な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

さ
て
そ
の
玉
さ
ん
だ
が
、
あ
の

人
は
終
始
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に

徹
し
、
透
明
感
の
あ
る
水
彩
で
女

性
や
屋
台
、
闘
鶏
楽
や
獅
子
、
そ

し
て
職
人
さ
ん
や
映
画
俳
優
た
ち

の
似
顔
絵
を
描
い
て
き
た
。
ど
ん

な
モ
チ
ー
フ
で
も
リ
ア
ル
に
綺
麗

に
描
い
て
く
れ
る
も
の
だ
か
ら
、

仕
事
で
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
を
描

い
て
欲
し
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
し
、そ

の
出
来
栄
え
に
も
驚
い
た
。か
と
思

え
ば
、
岐
阜
の
金
華
山
を
情
感
漂

う
東ひ

が
し
や
ま
か
い
い

山
魁
夷
の
ブ
ル
ー
調
で
描
い

て
し
ま
う
技
な
ど
も
隠
し
持
っ
て

い
た
。
面
相
筆
を
持
た
せ
れ
ば
描

け
な
い
も
の
が
な
い
と
い
う
具
合

だ
か
ら
、風
合
い
の
あ
る
玉
テ
イ
ス

ト
に
惚
れ
込
ん
だ
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
は
県
内
だ
け
で
な
く
、東
京

で
活
躍
す
る
著
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー

も
玉
さ
ん
を
知
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
僕
の
友
人
に
写
真
か

と
見
間
違
え
る
ほ
ど
精
緻
に
描
く

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
い
る
。で
も

そ
れ
は
８
K
の
高
密
度
T
Ｖ
を
見

て
る
よ
う
で
、
モ
チ
ー
フ
に
も
よ

る
が
精
緻
な
絵
は
心
が
入
り
こ
む

隙
間
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
玉
さ
ん

の
絵
は
近
づ
く
と
筆
の
タ
ッ
チ
は

荒
く
、
意
外
と
ざ
っ
く
り
と
し
て

い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

離
れ
て
見
る
と
な
め
ら
か
で
艶
や

ま
で
感
じ
取
れ
る
の
だ
。
人
の
目

は
筆
の
書
き
残
し
を
想
像
で
補
え

る
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
玉
さ
ん
の

絵
は
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
眺
め

て
い
ら
れ
る
。

　

ち
ょ
っ
と
昔
に
遡
る
が
デ
ザ
イ

ン
の
全
国
公
募
と
し
て
有
名
な
日

宣
美
。
そ
こ
で
受
賞
を
し
た
玉
さ

ん
は
、
い
っ
と
き
高
山
を
離
れ
、

勉
強
す
る
た
め
に
上
京
し
よ
う
と

考
え
た
と
い
う
。（
一
九
五
五
年
）

　
「
子
ど
も
や
奥
さ
ん
を
連
れ
て
い

く
覚
悟
は
あ
る
の
か
」
と
、師
に
問

い
た
だ
さ
れ
泣
く
泣
く
上
京
を
断

念
。
そ
の
後
、
病
を
患
い
公
募
作

品
も
次
々
と
落
選
。
そ
の
頃
の
玉

さ
ん
の
眼
差
し
は
地
元
よ
り
東
京

へ
と
向
き
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
亀か

め
く
ら倉

雄ゆ
う
さ
く策

や
、
田た

な
か中

一い
っ

光こ
う

の
洗
練
さ
れ
た
世
界
を
追
っ
て

い
た
。
そ
の
後
、
飛
騨
の
民
具
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
骨
太
感
や
闘
鶏

楽
に
代
表
さ
れ
る
飛
騨
の
祭
礼
美

に
気
付
か
さ
れ
、
十
年
後
日
宣
美

で
再
び
受
賞
を
果
た
し
た
。

　

隙
間
を
埋
め
る
、
稀
有
な
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
こ
う
し
た
山
を

い
く
つ
も
越
え
、
飛
騨
に
高
潔
な

美
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

お
月
見
歌
会 

入
選
歌
発
表

令
和
四
年
度 

道
伝
え
の
日

芭
蕉
忌
句
会 

入
賞
句
発
表

令
和
四
年
度 

道
伝
え
の
日

　
　
　
　
　

泣
く
ま
い
と
空
見
上
げ
れ
ば
朧
月
つ
く
り
笑
顔
に
ゆ
れ

　
　
　
　
　

る
秋
桜　
　
　
　

吉
城
高
等
学
校　

三
年　

伊
藤　

羽
那

　
　
　
　
　
ゆ
っ
た
り
と
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
は
揺
れ
て
を
り
満
月
の
夜
に

　
　
　
　
　
　
響
く
ラ
ラ
バ
イ　
飛
騨
神
岡
高
等
学
校　

三
年　

井
上　

実
咲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
順
不
同
）

玉賢三作　
ポスター原画
（72cm×103cm）
「飛騨民俗館・
そり」
1965年制作、
日宣美展出品
入選作品

三枝小学校での様子

狂言の所作を習う子どもたち

左：小野勉氏　右：青島広志氏

柿山伏の一幕 附子の一幕


